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意思決定支援の範囲の拡大

金融機関高齢顧客対応ワーキング・グループ 寛容の民法論ワーキング・グループ

■認知症高齢者等、金融取引に支援が必要な人への対応を検討
■障害をもつ人とその家族に対する金融の側面からの支援の検討

■意思決定能力が低下した人を包摂するための民法の在り方の検討
■支援者の意思決定の安全も含めた権利擁護の在り方の検討

座長 成本 迅
京都府立医科大学教授／日本意思決定支援推進機構理事長

座長 小賀野 晶一
千葉大学名誉教授／京都府立医科大学客員教授

【COI】高齢者を対象とした意思決定支援の研究開発

【COI-NEXT】障害のある人へも支援を拡大

連携 猛暑のなか歩いていたら通行人らしき人が歩道に倒れ、
苦しそうにしている。周りに誰もいない。
忙しいあなたはどうするか？私はどうするか？



金融機関高齢顧客対応ワーキング・グループ

認知症等により、判断能力が低下した人の金融取引の課題から、日常生活への支援の在り方を検討

• 第Ⅰ期（2020年度）：意思決定支援の現状

• 第Ⅱ期（2021年度）：資産管理へのサポート

• 第Ⅲ期（2022年度）：認知症への備え

• 第Ⅳ期（2023年度）：認知症介護への備え

認知症の方やそのご家族との交流や、金融機関同士のグルー
プワークを通して、認知症との向き合い方、金融業界の役割
について意見交換を行う

趣旨

今後の展開

認知症のある人の生活や、障害のある人の成長に合わせた支援方針の提言やサービス開発を行う

第Ⅰ～Ⅲ期までの活動報告



金融機関に求められる意思決定支援
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高度な金融取引における意思決定能力評価 日常の金銭管理における意思決定支援



寛容の民法論ワーキング・グループ

意思決定能力が低下した人を包摂する民法の在り方を検討

• 第Ⅰ期（2023年度）：民法における寛容な対応の理解

趣旨

＜参加メンバーの属性＞
・精神科医 ：2名
・医学生 ：1名
・法律専門家：3名
・福祉専門家：1名
・公認心理師：1名

今後の展開

意思決定のサポートが必要な人物像の捉え直し、及び、支援者も包摂した権利擁護を検討する



意思決定サポートセンター
（一般社団法人 日本意思決定支援推進機構）

「金融」「法律」の分野における意思決定のトラブル予防のためのサービスを拡大

■暮らしの中の意思決定に関する要素の分析
■意思決定のためのツールの開発
■意思決定の良さ、公正な意思決定支援に関する基準作成

■研究成果の社会実装
■意思決定支援に関する普及啓発

成果
提供

現在の主な活動

医療・福祉、金融、法律に関する意思決定能力

を確認し、適切な対応につなげるための支援

ツールを公開



市民向けのサービス

＜認知機能チェック＞
■金融機関で簡易な認知機能検査を受けられる
■検査後には、公認心理師に物忘れの相談ができる

＜遺言能力スクリーニング検査＞
■遺言能力に特化した検査
■遺言場面や金銭概念、用語の理解度を評価


